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1.1　安全にお使いいただくために

を使用してください。

機器

第 1 章　序章



2.1　LAN経由でのカメラの設定

2.2　動的IP接続

第 2章　ネットワーク接続



3.1　IPｱﾄﾞﾚｽの固定　

固定する

弊社

192.168.1.108です。

設定3

第 3章　ネットワークカメラへのアクセス







3 ブラウザを使用してIPアドレスを固定

「詳細」をクリックし、「IP設定」　＞　「IPアドレス」　＞　「追加」

をクリックします。ポップアップウインドウで、ネットワーク

カメラと同じセグメントにある IP アドレスを入力します。

(例：192.168,1,2　ただし、この IP アドレスは既存のネットワー

クの IP アドレスと競合しないことに注意してください )。

Windows11 の設定方法は、簡易説明書をご覧ください。





3.2　Webからのアクセス

3.3　NVR、ソフトウエアからのアクセス

から

NVRを使用してネットワークカメラにアクセスする事ができます。NVRでは録画データの
管理、再生保存をします。複数のカメラを制御コントロールする事ができ、かつ直観的
な操作が可能なUIとなっています。

3.3.1　NVR(ネットワークビデオレコーダー)からのアクセス



3.3.2　CMS(専用ソフトウエア)からのアクセス

CMSは、ネットワークカメラとNVRのための専用ソフトウエアです。最大256台のデバイスを
制御し、より便利にライブ映像と再生を行うための監視ソリューションです。高い効率的な
管理性能により、フレンドリーなUIデザインで、インテリジェント、全てのレベルのユーザ
ーが簡単にソリューションを設定し、展開することができます。さらに、E-map機能は、デ
バイスの配置図を表示するための最適な方法をユーザーに提供します。
CMSをインストールし、プログラムを起動し、カメラをチャンネルリストに追加してくださ
い。詳しい使い方はCMSユーザーマニュアルをご覧ください。



4.1　ライブビュー

第 4章　ライブビュー

表1.表 2. ボタンの説明

映像

メインストリーム

映像

現在のビデオウインドウに表示するストリーム (メイン

ストリーム /サブストリーム )を選択します。



オプション (検出領域を隠す /エリア侵入検知 /エリア離脱検知

/高度なモーション /境界線№/徘徊検知 /人数カウント

/置き去り/持ち去り検知/リージョナル人数カウント)を選択して、

現在のビデオウィンドウで検知エリアを非表示 /表示します。

注意：人数カウント /リージョナル人数カウントは、一部機種

は非対応です。

発報

発報

発報

発報

検出領域を隠す



発報

注意：顔検出対応カメラのみ表示されます。

設置場所に応じて変更します。



映像の中

注意：顔検出対応カメラであることを確認してください。

4.2　顔検出モード



人々のプライバシー保護に役立ちます。



4.3　PTZモード　※ PTZカメラのみ対応 ※



4.3.1　ライブビューページでの操作　※ PTZカメラのみ対応 ※

ボタンの説明



4.3.2　3Dポジショニング　※ PTZカメラのみ対応 ※

4.3.3　プリセットの設定/呼び出し/パトロール/パターン
　　　　　　　　　　　　※ PTZカメラのみ対応 ※













4.4　LPR車番認識モード　※ LPR車番認識カメラのみ対応 ※



※ LPR車番認識カメラのみ対応 ※



※ LPR車番認識カメラのみ対応 ※



※ LPR車番認識カメラのみ対応 ※





録画データ

録画

録画

録画の種類



録画データ

注意：顔検出対応カメラのみ表示されます。

検索された



検索



6.1　メディア

6.1.1　ビデオ

第 6章　設定

メインストリーム設定

サブストリーム設定

サードトリーム設定



一般的＆イベントはメインストリームでのみ利用できます。一般は連続録画、

イベントは、モーション、例外、LPR 車番認識などのアラーム発報イベントが

含まれます。

解像度

Smart ストリーム

高 /ベースラインを選択できます。



6.1.2　画像

6.1.2.1 一般

設定

明るさ

コントラスト

彩度

シャープ

デフォルト設定
明るさ、コントラスト、彩度、シャープ、2D DNR、3D DNR を

デフォルト設定に戻します。



デイ /ナイトスイッチリフォーカス：このオプションを有効にすると、デイモードとナイトモードを

切り替える時にカメラが再フォーカスします。

D→N感度：デイモードからナイトモードに切り替える感度を設定できます。IR ライトセンサーの現

在の値がこの値よりも低い場合、デイモードからナイトモードに切り替わります。

　　　　　　をクリックして、値を 36 にリセットできます。

N→D感度：これはナイトモードをデイモードに切り替える感度を設定できます。IR ライトセンサー

の現在の値がこの値よりも高い場合、ナイトモードからデイモードに切り替わります。

　　　　　　をクリックして、値を 82 にリセットできます。

IR センサー値：IR 光センサーの現在の値。

注意：3つのボタンは、自動モードを選択した場合のみのオプションです。

Night モード開始時間：ナイトモードを開始する時間を設定できます。

Night モード終了時間：デイモードを開始する時間を設定できます。

注意：夜の開始 /終了時間は、カスタマイズモードを選択した場合のオプションです。

暗視効果を最大化するため、IR の強度を自動モード、またはカスタマイズ設定することができます。

ハイビームとロービームの組み合わせにより物体距離に関係なく、より優れた画像の鮮明度と品質が

提供されます。また、ロービームとハイビームの明るさは、ズーム比に基づいて手動または自動で調

整できます。また、IR 反射防止パネルにより、赤外光の透過率が大幅に向上します。

近距離 IR レベル：ロービーム LED の光レベルの光強度を 0～ 100 に調整します。

遠距離 IR レベル：ハイビーム LED の光レベルの光強度を 0～ 100 に調整します。

注意：近距離 /遠距離 IR レベルは、一部のカメラのみ使用できます。

　　　近距離/遠距離IRレベルは、SmartIRのカスタマイズモードを選択した場合のオプションです。

　　　　　　　をクリックして、光の強さを 50 にリセットできます。

IR 強度値 :ロービーム LED とハイビーム LED のライト値の現在の値。

ナイトモード：ナイトモード設定に基づいてライブビューで表示されます。

デイモード：デイモード設定に基づいてライブビューで表示されます。

自動モード：環境に基づいてライブビューで表示され、デイモードをナイトモードに、またはナイト

モードをデイモードに切り替える感度を設定します。

カスタマイズ：ナイトモードを開始 /終了するための独自の時間設定にに基づいてライブビューで表

示されます。

注意：モードに関連する露出レベル、最大露出時間、IR カット間隔などいくつかのパラメータがあり

ます。



露出レベルを 0～ 10 で設定します。

IR-CUT IR カット

モノクロ、

[ デイナイトパラメータ ]

シャッター速度 (最小 )

高速シャッター

IR-CUT 間隔

ゲインレベル制限

IR LED 点灯

ゲインレベル制限を 1～ 100 に設定します。

高度なスケジュールモード



AUTO、マニュアル、スケジュールが選択できます。

AUTO

マニュアル



Day/Night モード：Day モード、Night モードで



マニュアルホワイトバランス：レッドゲインレベルとブルーゲインレベ

ルを手動で設定します。

ハロゲン灯：光がハロゲン灯と類似している場合は、このオプションを

選択します。



一部カメラ

一部カメラ

[ 画像改善 ]

動体ブレの軽減

動体ブレ



[ 表示 ]

｝一部カメラ
は、サポー
トされてい
ません。

フリッカーレス

環境

通常方向で表示します。

環境

環境



6.1.2.2　OSD

メインストリームとサブストリームの OSD を設定できるようにします。

小さい /標準 /中 /大きい /最大 /AUTO は、タイトルと日付で利用できます。

文字の色

ビデオタイトル表示位置

日付を表示する

する



6.1.2.3　プライバシーマスク

映像

映像

追加

クリア



注意：カメラモデルが対応していることを確認してください。

追加

クリア



6.1.2.4　ROI



6.1.3.1　オーディオ

6.1.3　音声

検知し、

音声入力 /音声出力 /音声入力＆出力の両方オプションです。

音声入力

エンコード形式



6.1.3.2　自動ファイル管理



6.2　ネットワーク
6.2.1　基本
6.2.1.1　TCP/IP

固定 IP アドレス

プライマリ DNS

マニュアル /IPV6RA ルーター広告

保存



6.2.1.2　HTTP

HTTPS

インストール済証明書

保存



6.2.1.3　RTSP

互換性重視とパフォーマンス重視の向上の 2つのオプションがあります。

カメラの画像が乱れる場合は、このオプションを切り替えてください。

保存



6.2.1.4　UPnP

保存

UPnP 有効



6.2.1.5　DDNS

ステータス

保存



6.2.1.6　E メール

注意：次のファイル名のヒントを参照して、ファイル名をカスタマイズできます。

File Name Tip / &Device-Device Name / &Y-Year / &M-Month / &D-Day / &h-hour 

/ &m-minute &s-second / &ms-millisecond / &&-&

映像

映像ファイルに添付された電子メールを送信するための電子メールアドレスです。

映像ファイルを受信するための電子メールアドレス

映像ファイルを受信するための電子メールアドレス

メールサーバー (送信者 )のパスワードです。

送信元メールアドレス

送信先 (受信者 )メールアドレス 1

送信メールサーバー (SMTP)

送信先 (受信者 )メールアドレス 2

SMTP ポート

保存

テスト



6.2.1.7　FTP

有効

複数レベルの

フォルダ名

アラーム動作

ファイル名

FTP 機能を有効にするにはチェックボックスをオンにします。

映像

Server Port



6.2.1.8　セルラー (オプション )

イメージファイル名

Record Format/

タイミングスナップ

ショットファイル名

事前録画

アラームアクションファイル名をカスタマイズする場合は、

YYYY-MM-DD/MM-DD-YYYY/DD-MM-YYYY/ プレフィックスの追加 /

カスタマイズが可能です。

カスタマイズ

保存

テスト









6.2.2　高度
6.2.2.1　VLAN



6.2.2.2　PPPoE

プロバイダーから



6.2.2.3　SNMP

保存



6.2.2.4　802.1x

6.2.2.5　ボンジュール (Bonjour)



6.2.2.6　RTMP



6.2.2.7　SIP

映像を

映像が



server port

ステータス

Xストリーム /サブストリーム

コールする音声



[ アラーム電話番号リスト ]

タイプ とダイレクト IP コール

とダイレクト IP コール

備考名称：表示名。

時間設定

ポート：初期値 5060 です。

追加

追加



6.2.2.8　その他



6.3　ストレージ
6.3.1　ビデオ

ファイルパス

マウントタイプ



6.3.2　録画設定

事前録画

上書き録画



6.3.3　スナップショット設定

タイミング

スナップショット

有効



6.3.4　検索

映像

保存



6.4　イベント
6.4.1　基本イベント
6.4.1.1　モーション検知

Eモーション検知使用

モーション分析使用

すべて選択

すべて消去

保存



動作領域設定

標準と適合が

一般モードと高度モード 高度モードを選択



[ アラーム時の動作 ]

アラーム時の動作を設定します。



リング

リング

Number

2

AUTO/10 秒 /30 秒 /1min./5min./10min. が選択可能です。



6.4.1.2　音声アラーム

音声

音声

音声アラーム有効 チェックボックスをオンにして音声アラーム機能を有効にします。

[ アラーム時の動作 ]

音声サンプル値



6.4.1.3　外部入力

6.4.1.4　外部出力

手動制御 / カスタマイズ /10 秒 /1min./5min./10min. も可能です。外部出力動作時間



6.4.1.5　アラームその他

アラーム時の動作

アラームタイプ



6.4.2　VCAイベント

6.4.2.1　エリア侵入検知



数値が高いほど感度が高くなります。



[ アラーム時の動作 ]

すべて選択

すべて消去



リング

リング

Number

2

音声再生

SIP フォンにアラーム



6.4.2.2　エリア離脱検知

エリア離脱検知



数値が高いほど感度が高くなります。

6.4.2.1　エリア侵入検知を参照してください。



発報されます。

注意：この部分は、通常のアラーム設定と同じです。

アラーム時の動作を設定します。

[アラーム時の動作 ]

6.4.2.3　高度なモーション検知



6.4.2.1　エリア侵入検知を参照してください。

1秒 /2 秒 /3 秒 /4 秒 /5 秒

数値が大きいほど感度が上がります。



[ アラーム時の動作 ]

この部分は、通常のアラーム設定と同じです。

アラーム時の動作を設定します。

6.4.2.4　妨害検知

6.4.2.1　エリア侵入検知を参照してください。



[ アラーム時の動作 ]

アラーム時の動作を設定します。

6.4.2.5　境界線 NO 検出

境界線 NO 検出

発報します。



少ない動きでも反応しやすくなります。



5.4.2.1　エリア侵入検知を参照してください。

[アラーム時の動作 ]



6.4.2.6　滞留検知

決められたエリアに一定時間、被写体がうろつくと、アラーム発報します。

ことが可能です。

高度なモード 対応しています。

発報



6.4.2.1　エリア侵入検知を参照してください。

ステップ 5



[ アラーム時の動作 ]

6.4.2.7　置き去り /持ち去り検知

ことが可能です。

高度なモード 対応しています。

置き去り検知は、オブジェクトが事前に定義された検索エリアに残された場合に検出され、アラームが発

報します。

持ち去り検知は、オブジェクトが事前に定義された検索エリアから削除された場合、検出されアラームが

発報します。

？

置き去り 持ち去り



発報しません。

6.4.2.1　エリア侵入検知を参照してください。

ステップ 4



[ アラーム時の動作 ]

アラーム時の動作を設定します。6

6.4.3　人数カウント
6.4.3.1　人数カウント

注意：カメラが人数カウントに対応しているかどうかを確認してください。

に対応します。



ことが可能です。

高度なモード 対応しています。

数値が大きくなるほど、感度が高くなります。

6.4.2.1　エリア侵入検知を参照してください。

ステップ 4



ライブ映像

[ 情報計算中 ]

情報計算中を設定する。



[ アラーム時の動作 ]

アラーム発報とアラーム時の動作を設定します。6

発報



6.4.3.2　リージョナル人数カウント

対応している

エリア

ステップ 1：検出エリアを選択し、エリア人数検出を有効にする。

Eモーション検知使用



6.4.2.1　エリア侵入検知を参照してください。

ステップ 4

数値が大きくなるほど感度が高くなります。

[ アラーム時の動作 ]

アラーム発報とアラーム時の動作を設定します。6



6.4.3.3　統計レポート

エリア

エリア

メイン項目

日次、週次、月次、年次

「入場人数」「退場人数」「合計」



エリア

エリア



エリア



AUTO



エリア

エリア





6.4.4　顔検出

6.4.4.1　一般

対応している



6.4.2.1　エリア侵入検知を参照してください。

[アラーム時の動作 ]

アラーム時の動作を設定します。6



6.4.4.2　アドバンスト



します。

します。

エリア







6.4.5　ヒートマップ

6.4.4.1　ヒートマップ

・カメラの種類が対応していることを確認してください。



6.4.2.1　エリア侵入検知を参照してください。

数値が高くなるほど感度が高くなります。

最小オブジェクトサイズ

状況変化適応性

ステップ 2：ヒートマップエリアを設定する。画面を描画して、検出エリアを設定します。

「すべて選択」ボタンで全エリアを選択し、「すべて消去」ボタンで現在描画しているエリアを

削除することができます。



6.4.5.2　レポート

画面

[タイムヒートマップ ]

タイムヒートマップは、異なる時間帯の熱量を折れ線グラフで表示します。

ステップ 2：日次レポート、週次レポート、月次レポート、年次レポートからレポートの種類を選択します。



エクスポート

AUTO





6.5　PTZ　※ PTZカメラのみ対応 ※
6.5.1　基本





6.5.2　オートホーム　※ PTZカメラのみ対応 ※



6.5.3　PTZ制御　※ PTZカメラのみ対応 ※



6.5.4　初期位置　※ PTZカメラのみ対応 ※

6.5.5　プライバシーマスク　※ PTZカメラのみ対応 ※



カメラが対応していることを確認してください。



6.5.6　スケジュールタスク　※ PTZカメラのみ対応 ※

画面に入る。



6.5.7　自動追尾　※ PTZカメラのみ対応 ※



6.5.8　設定クリア　※ PTZカメラのみ対応 ※

6.5.9　RS485　※ PTZカメラのみ対応 ※

6.5.10　ステータス　※ PTZカメラのみ対応 ※



6.6　LPR(オプション)　※ LPR車番認識カメラのみ対応 ※
6.6.1　設定

6.6.1.1　一般











6.6.1.2　アドバンス









6.6.1.3　リスト管理　※ LPR 車番認識カメラのみ対応 ※







6.6.1.4　リストイベント







アラーム時の動作を設定します。

[アラーム時の動作 ]
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6.6.1.5　トラフィック検出　※ LPR 車番認識カメラのみ対応 ※









6.4.2.1　エリア侵入検知を参照してください。





[ アラーム時の動作 ]

6.6.2　スマート検索　※ LPR車番認識カメラのみ対応 ※



が対応していることを確認してください。



6.7　IoT(オプション)

6.7.1　設定
6.7.1.1　無線設定



LoRa





6.7.1.2　プロフィールの設定 (オプション )

有効





6.7.1.3　デバイス管理 (オプション )







6.7.2　アラーム設定(オプション)







6.8　システム

6.8.1　システム設定

6.8.1.1　システム情報

LPR車番認識カメラのみ対応

LPR車番認識カメラのみ対応

MACアドレスが表示されます。

シリアルナンバー

製品モデル名



6.8.2　セキュリティ

6.8.1.2　日付と時刻

6.8.2.1　ユーザー

システム稼働時間

保存

保存





6.8.2.2　オンラインユーザー

更新



6.8.2.3　アクセスリスト

6.8.2.4　セキュリティサービス

同期ストリーミング数：

一般設定

保存

最大同期ストリーミング数：

アクセスフィルター (ACL)：

追加

すべて削除

IP アドレス、ネットワークアドレス、IP 範囲、MACアドレスを
選択します。



6.8.2.6　概要

6.8.2.5　ウォーターマーク



6.8.3　ログ

メイン項目

サブ項目

開始時間

終了時刻

検索

エクスポート

次のページへ



6.8.4　メンテナンス

6.8.4.1　システムメンテナンス
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